
2006年、本県の但馬牛繁殖雌牛頭数は14,500頭で

過去最低となった。そこで但馬牛の生産基盤を強化

するため、2010年度末に繁殖雌牛18,000頭への増頭

を目標に各地で増頭戦略会議を開催し、農家の増頭

意欲を高め、地域の実情にあった様々な取り組みを

展開してきた。その後、飼育頭数は徐々に増加して

いるが、今後も継続して増頭するためには経済性の

さらなる改善により、儲
もう

かる和牛経営が不可欠であ

る。当センターでは増頭対策を推進するため、育種

改良と飼養管理技術の研究に取り組んでいる。

ここでは育種改良に関する研究として、おいしさ

成分と種雄牛との関係、肉質や肉量を遺伝子レベル

で解析し、種雄牛選抜に利用するための遺伝子領域

特定の現状について、また飼養管理技術に関する研

究として、但馬牛に最も大きな経済的損失を与えて

いる脂肪壊死症を黄土粘土給与で予防する技術、子

牛を人工ほ乳で育てる場合の効果的な離乳技術、子

牛の粗飼料摂取量を増加させ、丈夫な肉牛に育てる

ため給与技術について紹介する。
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内　容

牛肉のおいしさ成分に対する遺伝的影響を調査す

るために、37頭の種雄牛から生産された但馬牛肥育

牛250頭を用いた。種雄牛（37頭）は血縁係数を基

にAからEの５グループに分類し、ロース肉の遊離

アミノ酸、ジペプチド及びイノシン酸含量を分析し

た。

グループＡ：福広土井、丸宮土井など12頭

グループＢ：照一土井、照也土井など13頭

グループＣ：菊千代土井、菊宮土井など５頭

グループＤ：照幸波、北谷波など３頭

グループＥ：第１満金波、茂美波など４頭

各グループ間のすべての遊離アミノ酸、ジペプチ

ド及びイノシン酸含量は有意に異なり、種雄牛によ

る影響が認められた（表）。多くの遊離アミノ酸は

グループＣが他のグループに比べて有意に高く、イ

ノシン酸はグループＥがグループＢ、Ｃ及びＤに比

べて有意に高かった。遊離アミノ酸のグルタミン酸

やイノシン酸は食肉のうま味に影響し、これらの成

分が高かったグループＣ及びＥはおいしさ成分に特

長があることが示唆された。

今後の方針

アミノ酸測定を簡単、迅速に行うため近赤外線分

光装置を応用し、流通段階で測定可能な方法を確立

する。さらに、この方法で得られたデータを用いて

おいしさ成分の育種価※による種雄牛選抜を行う。
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※　親牛から子牛に伝える能力（遺伝的能力）を数値で示したもの。

遊離アミノ酸、ジペプチド、イノシン酸含量に及ぼす種雄牛の影響（μmol/g）


